社会福祉演習Ⅰ
（Seminar on Social Welfare and Social Work Ⅰ）
	担当教員名　　小林　明子　　塚本　利幸

	科目区分　専門　必修
	対象学年：３年　　　　
	開講期　通年
	単位数　２　　

	オフィスアワー
	月から金の昼休みおよび月曜の３・４限（事前に連絡が必要）ほか、適宜

	メールアドレス
	akikoba@fpu.ac.jp  tukamoto@fpu.ac.jp

	授業概要

（3行程度）
	１．福祉新聞や月刊誌を読み、レポートを作成し、それをもとに社会福祉の多様な課題について深め、ディスカッションを行う。
２．国内外の社会福祉の課題を抱えている本人や支援団体と関わりをもち、見学や実践活動を行い、実践的に学ぶ。（月に１回程度、２コマ続けて行う）

３．日常的なゼミ活動の中で障害のある人の理解とノーマライゼーションを実践する。

４．ゼミ活動の１年のまとめとして、参加者が協力して、海外（マレーシア）の社会福祉を学ぶツアーを企画、事前準備、実施、事後のまとめを行う。

５．実習終了後は、卒業研究のテーマの絞り込みや情報収集を行う。

	授業目標

（4行程度)
	１．多様な社会福祉の課題にとりくむ企画力、実践力を身につける。
２．様々な立場の人と関係を築けるコミュニケーション力を身につける。
３．国内外の社会福祉の幅広い課題に目を向け、問題分析力を修得する。

４．社会福祉の多様なテーマを学ぶことを通して、情報収集能力、レポート作成能力、プレゼンテーション能力を修得する。

５．４年次に向けて、卒業研究のテーマと研究方法を明確にする。
６．ゼミ構成員の相互理解とチームワーク力を高めることを通して、ソーシャルワーカーに必要な人間理解の資質を高める。

	授業計画・内容

	○全体を通して、参加型学習を基本にしたグループワークを中心に、主体的なゼミ活動を行う。
○内容に応じて、可能な限り３・４年生合同で行う時間を作る。
＜前期＞地域の現場への訪問や実践の機会を持ちながら、それを理論的に考察する。
４月:＊オリエンテーション。自分史作成と自己紹介。＊前期のゼミの企画。＊月刊誌の選定。
　　 ＊地域の社会資源の調査と見学(1)＊福祉新聞、月刊誌のレポート作成とプレゼンテーション(3･4年合同)
５月:＊県内の留学生との交流の企画と実施(3･4年合同)　＊病院ボランティアへの参加
　　 ＊福祉新聞、月刊誌のレポート作成とプレゼンテーション(3･4年合同)＊地域の社会資源の調査と見学(2)

６月:＊高齢者のデイサービスにてボランティアの企画と実践　＊難病患者の患者会でのボランティアの企画と実践
　　 ＊福祉新聞、月刊誌のレポート作成とプレゼンテーション(3･4年合同) ＊地域の社会資源の調査と見学(3)
７月:＊嶺北養護学校の寄宿舎夏祭りにボランティアとして参加　＊地域の社会資源の調査と見学(4)

＊福祉新聞、月刊誌のレポート作成とプレゼンテーション(3･4年合同)
８月:＊前期のまとめの合宿の企画と実践:滋賀県内の現場見学後、滋賀県内に宿泊(3･4年合同)

＜後期＞実習・卒業研究・就職等を意識しながら、ソーシャルワーカーの仕事について深める

10月:＊実習での体験を基に、ソーシャルワーカーの仕事の専門性について深める
＊福祉新聞、月刊誌のレポート作成とプレゼンテーション(3･4年合同)
11月:＊自分の興味や関心を卒業研究のテーマとして絞り込み、設定する。

＊福祉新聞、月刊誌のレポート作成とプレゼンテーション(3･4年合同)
12月:＊卒業研究のテーマに沿った情報の整理を行い、テーマについて深める。

＊福祉新聞、月刊誌のレポート作成とプレゼンテーション(3･4年合同)
１月:＊卒業研究の準備(1)　 ＊卒業研究の準備(2)　 ＊卒業研究の準備(3)

２月:＊海外ゼミの企画と準備(1)　 ＊海外ゼミの企画と準備(2)　 ＊海外ゼミの企画と準備(3)

３月:＊海外ゼミの企画と準備(4)　 ＊海外ゼミの企画と準備(5)

· マレーシアへのゼミ旅行の実施、マレーシアゼミ旅行の事後のまとめ　

	キーワード
	国内外の社会福祉の課題、社会福祉の実践力・企画力、人間理解、コミュニケーション

	教科書
	①福祉新聞、様々なテーマの月刊誌などを資料に題材を選ぶ。②参加者で協議して決定する

	参考書
	ビデオなどを含め、適宜提示する。

	評価方法・評価基準
	参加状況（50％）　レジュメの内容、発言、授業準備への協力などの参加態度（50％）

	関連科目
	すべての科目

	履修要件
	積極的な参加姿勢のある人

	その他
	


